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例会日：毎週木曜日 18時 30分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：関市西本郷通 5-2-53  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 川村紳一  副会長 西田健一  幹事 石原妙生  クラブ会報委員長 大藪太 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム 第 2024回例会 2020年 11月 1日（日） 

「森林整備例会」 ／ 担当 環境保全・インターアクト委員会 

 

 

 

 

 

＊ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

＊お客様の紹介 

（広瀬恒行会員ご遺族） 広瀬 やす子様 

広瀬 大典様 

＊会長あいさつ 川村 紳一会長 

 皆さん今晩は、本日のお客様を紹

介します。10月にご逝去されました

広瀬恒行さんの奥様 広瀬やす子

様、息子さんの広瀬大典様です。本

日はようこそおいで下さいました。 

澄み切った秋空が今週から続いております。今日

も大変良いお天気になりました。そのような中、本

日は広瀬 恒行さんの追悼例会を行います。宜しく

お願いします。 

＊本日のプログラム「広瀬恒行会員追悼例会」 

・黙祷 

・追悼の辞 川村 紳一会長 

 私は今は亡き広瀬 恒行さんの訃報の知らせを頂

いたとき、突然のことで大変驚きました。しかしコ

ロナ感染拡大防止の為 通夜葬儀は家族のみにて執

り行いますので ご了承の程お願いいたします。誠

に勝手ながら参列・焼香は辞退申し上げます。との

お知らせでした。私たち三役としては諸先輩方々に

はいろんな意見があると思いましたが、最終的にご

家族の意向を尊重して参列を取り止めました。後日

広瀬さんのご自宅を訪問し、関中央ＲＣ代表して広

瀬さんの遺影に向かって焼香をさせて頂きました。

本来なら、ロータリー旗を掲げて会員が葬儀に参列

し、一人一人焼香させていただいたと思うと、コロ

ナウイルス感染が、日常生活を一変させたことが憎

いです。 

広瀬恒行さんは、関ＲＣがスポンサークラブとし

て、1977年（昭和 52年）に関中央ＲＣの発足当時の

会員であり、チャーターメンバーです。広瀬さんは

44年の長きに渡り関中央ＲＣの礎を築き上げた一人

です。関中央ＲＣの発足当時 1997年～98年度会計を

担当し、クラブの運営を担当され、二期、三期と会

前例会の記録 第 2023回 2020年 10月 29日（木）

「広瀬 恒行会員 追悼例会」 

担当 会長・幹事・特別例会担当委員会 

2020～2021年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「一人ひとりが輝く」 

  ～会員同士の絆を大切に～ 



場監督、幹事、そして副会長、会長と常に要職を務

められました。関中央ＲＣの役職はもちろんの事、

1990年から 10年間 2630地区 国際青少年交換委

員会の地区役員を務められ、交換留学生の受入に尽

力されてきました、又、広瀬さんご自身も交換留学

生の受入、そして息子さんの派遣とロータリー活動

に専念され、2011年～12年度ガバナー補佐も務めら

れ、常に熱心で関中央ＲＣの発展のために、多大な

貢献、功績、を残していただきました。広瀬さんの

ことを我々は決して忘れることはできません。 

 私は、2007年～2008年度ロータリーに入会しまし

た。最初は会員の名前すらまだわからない時に、ニ

コボックスや出席の担当をしていました。その折に

広瀬さんから、ぼちぼち名前を覚えればいいよと優

しく声をかけて頂きました。副会長、会長に就任し

て懇親会などで挨拶に伺った際、いつもと同じよう

に頑張ってと優しく声をかけて頂きました。そんな

広瀬さんはいつも若い会員にも声をかけられていた

と思います。 

 最近は杖を突きながらも、例会に出席されていま

した。本当にその姿は頭の下がる思いです。今、こ

こに改めて広瀬さんの遺影に接し、85歳で天国に旅

立たれて早や 49日が過ぎました。しかし、未だに広

瀬さんがここに居られないことが信じられません。

広瀬さん天国からどうぞ ご家族の行く先をお守り

ください。そして、関中央ＲＣをいつまでもお守り

ください。 

最後に ご家族様のご多幸を祈念するとともに、広

瀬さん どうぞ安らかにお眠り下さいと心から申し

上げまして、追悼の言葉とさせていただきます。 

・お別れの言葉 前田仁夫君 

 今年の八月中旬頃だったと思い

ます。私の携帯電話に「前田さん、

私、ロータリーの広瀬です。今、

病院に入院しているので私の代わ

りに 8月のＩＧＭに誰か代わってもらえんかね。」と

の電話でした。私が「それなら私が代わりに出ます

わ」と言いましたら、「前田さん、あんたは酒が一滴

も飲めんのに本当に悪いね、僕らのように飲める人

はいいけど、あんたみたいに飲めん人には申し訳な

いね。」と言い、私は透かさず「広瀬さん、私は酒は

飲めないが、料理の方を沢山食べるから大丈夫」と

言いました。この携帯電話の会話が広瀬さんと私の

43年の絆に終止符を打つことになるとは夢にも思っ

ていませんでした。今期 44期関中央ＲＣロータリー

情報委員会は、広瀬さん、高井さん、喜久生さん、

前田の 4名でＩ・Ｇ・Ｍをはじめ、各行事を行う予

定になっていました。 

 私の知る限りのあなたは、過去に民生委員や保護

司などで国から表彰をされ、仕事のガス協同組合の

長や関高校同窓会長やその他多くの役職を務めてみ

えました。今日は広瀬さんの私が知るロータリーの

四十余年のエピソードの中から少しだけですが、思

いを馳せたいと思います。 

 私が広瀬さんを知ったのは、あなたが関高校 2年

生で私が関高校 3年生の時でした。広瀬さんが 2年

生の人達から推薦され、生徒会の会長か副会長かに

立候補され、その為に私が生徒会新聞の編集をやっ

ていたので、立候補のインタビューをした 70年前程

前のことを思い出としています。 

 私はロータリーに入会してから、広瀬さんの自宅

へ何度もお伺いしたこともあります。最初は関中央

ロータリークラブの岐阜グランドホテルでの認証伝

達式の様子のビデオを入会当時に見せて頂きました。

又、私の次女が交換学生として留学する前からホス

トをしましたので、その折、広瀬さんや家族の皆様

からも色々ホスト家庭の事を教えて頂き、お蔭様で

私の家庭でも十名のホストをすることが出来ました。 

 しかし、広瀬さんのご家庭では二人のご子息とお

孫さんの 3人を交換学生として派遣され、20名以上

のホスト家庭として海外から来た交換学生を支えて

頂きました。 

 広瀬さん、あなたは関中央ロータリークラブの 4

代目幹事、第 12代会長、1987～1988年度 交換学生

カウンセラー、1990年から 10年間、地区国際青少年

交換委員会委員、2000～2001年度東海北陸道グルー

プガバナー補佐、2006年当クラブ 30周年記念委員長

等されました。あなたが 10年の長きに渡り地区国際

青少年交換委員会に所属されておられたので、当ク

ラブは交換学生には力を入れ、36名の派遣と 38名の



受入れ（ホスト）をし、地区でもトップクラスの国

際交流が出来たと思っています。もちろん、あなた

の奥様やご家族のご協力があってのことでしょう。 

 毎週、広瀬さんは例会でお目にかかり、知らぬ間

に 40余年が過ぎ、今日の例会で 2023回の例会です。

広瀬さんと私は入会以来、例会は休むことなく 40年

以上皆出席でした。恐らく広瀬さんは例会に出席す

るのが当たり前との思いとロータリーがとても好き

だったのではないでしょうか。 

 今、私はこの文章を読ませて頂いていますが、私

には文章実例集にあるような美辞麗句を使ったり、

簡単に「お別れ」とか「さようなら」のような哀悼

の言葉を広瀬さんにどうしても私は使う気持ちには

なれません。それはロータリーを通してごく自然に

長い長いお付き合いを例会や行事を通して行ってき

たからです。私は広瀬さんより 1歳上の 86歳、どち

らにしてもあなたが行ってしまった永遠の世界に私

もすぐ行くことになるでしょう。少しの間だけ、ロ

ータリーの友情でそちらで待ってやってください。

お目にかかったら、ロータリーのことや四方山話な

どゆっくり話し合いましょう。広瀬さん、ロータリ

ーの友情は「さようなら」とか「お別れ」の言葉を

言わないことだろうと、私、前田は思っています。

関中央ロータリークラブの皆さんも「広瀬さん大変

おつかれ様でした。ありがとうございます」と全員

が心の中で思っていると私は信じています。 

広瀬さん、本当におつかれ様でした。 

・献花 

・感謝状贈呈 

 

・遺族謝辞 広瀬 大典様 

本日は皆様の大変貴重な時間を頂

戴しまして父 恒行の追悼例会を

開催して頂きましたこと、また母

共々ご招待頂きまして本当にあり

がとうございます。 

 父はチャーターメンバーとして関中央ロータリー

クラブに参加させて頂き、大変長きに渡り皆様のご

尽力のもとに活動させて頂いておりました。晩年は

足を悪くしたものですから、こういった例会に参加

させて頂く場合でも、吉田様、長谷川様をはじめ皆

様のお力添えのもとに本当にご親切に送迎までして

頂き、最後まで例会に参加できましたこと遺族より

感謝申し上げます。先程ご紹介頂きました通り、父

は長年、交換留学生の事業に力を入れておりました。

私が物心ついたころから毎年 3カ月は必ず家に留学

生が滞在するという今思えば大変貴重な経験をさせ

て頂きました。また、私、兄、姪も青少年のプログ

ラムに参加し、海外で勉強させて頂くと言う大変得

難い経験をさせて頂きました。 

本来であれば、葬儀など通常通り行い、一人ひと

り御挨拶申し上げるべきところでしたが、時節柄、

通常通り葬儀を開催することができず、皆様にお気

を使わせてしまったことお詫び申し上げます。 

関中央ＲＣの皆様の活動が益々繁栄されることを

祈念いたします。また、生前父が賜りましたご厚情、

愛情に遺族を代表しまして心から御礼申し上げます。

本日はどうもありがとうございました。 

＊遺影を囲んで 

 



＊出席委員会 

会員数 32名、本日の出席 26名です。 

＊ニコボックス委員会 

・会長・副会長・幹事 

本日は広瀬恒行さんの追悼例会を行います。広瀬

やす子様、広瀬大典様、よろしくお願いします。 

・広瀬やすこ様、広瀬大典様 

 長い間お世話になり有難うございました。皆様の

温かいご友情のお蔭で楽しいロータリー生活を送

ることができました。心から御礼申し上げます。 

・高井良祐君 

広瀬恒行様、国際青少年交換、甲子園野球大会等

大変お世話になりました。さようなら。 

・山本義樹君 

 広瀬恒行様のご冥福をお祈り申し上げます。 

27名のご投函ありがとうございました。 

＊幹事報告 

・事務所の改修と引越しについて 

＜次例会の案内＞ 

第 2025回 2020年 11月 14日（土） 

「長良川流域連携クリーン作戦例会」 

担 当 環境保全委員会 


